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　学校法人常翔学園（現 大阪工大摂南大学）と学校法人常翔啓光学園（当時 啓光学園）は2007年11月27日、連携に関する協
定を締結した。緊密な連携による一体運営のもと、教育の充実・発展を図り、一層社会に貢献できる人材の育成に当たる。

　学校法人常翔啓光学園は1957年に設立された。同年に中学校、
1960年に高等学校を開校。母体はカトリックの「聖クラレチアン宣教
会」で、「誠実・克己・献身」を校訓とし、生徒一人ひとりの個性と豊か
な人間性を育む教育を実施している。新たに中学校、高等学校を展開し、
教育をさらに充実させたい本学園の思いと、中学校、高等学校、大学と、進
路を明確に打ち出した教育を目指す啓光学園の希望が一致し、話がまと
まった。
　常翔啓光学園は「常翔学園グループ」となり、また、啓光学園中学校は
「常翔啓光学園中学校」、啓光学園高等学校は「常翔啓光学園高等学校」と
校名を改称し、４月から新たなスタートを切る。現在は中学校、高等学校
ともに男子校だが、いずれも2009年４月に男女共学校に生まれ変わる
予定。常翔学園グループ全体では、広島国際大学、大阪工業大学、摂南大
学、常翔学園高等学校（現 大阪工業大学高等学校）、常翔啓光学園高等学
校（現 啓光学園高等学校）、常翔啓光学園中学校（現 啓光学園中学校）を
設置することになり、３大学、２高校、中学校一貫の教育体制が整った。
　常翔学園高等学校と常翔啓光学園高等学校は高校ラグビーで長年ライ

バル関係にあり、互いに切磋琢磨しながら高め合ってきた。2007年
11月11日に開催された第87回全国高等学校ラグビーフットボール
大会大阪府予選第３地区の決勝戦でも両校が好試合をした。両校とも、
今後一層の活躍が期待される。
2007年12月４日、報道機関各社や関係先などを対象に、連携協定発
表会を実施した。

皆さんは今、人生の大きな節目を迎え、深い感慨を抱いていることでしょう。この日を無事に迎えられたのは皆さん
の努力の賜物ですが、ご家族や友人、先生からの支えによるところも大きいはずです。感謝の気持ちを大切にし、新た
な一歩を踏み出していただきたいと思います。
思い起こせば入学宣誓式の日、皆さんは大きな夢や希望を持って本学の門をくぐられました。そして、専門的な知識・
技能の習得に励まれるとともに、課外活動などでの出会いを通し、大きく成長されたに違いありません。さまざまな思
い出を糧に社会へ羽ばたかれる姿をとても頼もしく思います。
さて、学園では学生、保護者、卒業生、教職員の四者を「家族」ととらえた「四位一体」の経営理念に基づき改革に取り組
んでいますが、その一環として、昨年11月に大阪府枚方市の「学校法人常翔啓光学園」（当時 啓光学園）と連携協定を
結び、一体運営しています。本学園と常翔啓光学園の「常翔学園グループ」で３大学、２高校、中学校の６校となりました。
学園は、2022年の創立100周年に向けた長期目標「ユニバーサル社会を創造するプロフェッショナルな人材を

輩出し社会評価を得ることでリーディングポジションを獲得する」ため、不断に改革を進めます。皆さんはいつまで
も学園の家族の一員です。これから皆さんに続く、広島国際大学をはじめとする常翔学園グループ校の卒業生にも温
かい支援をしていただくよう期待しています。
それぞれの進路でご活躍されることを切に念じています。

卒業おめでとう。４年間さまざまな学問や人に出会い、いろんなことを学び体験したことでしょう。先生方からは、
“みんな見違えるほど成長しました”というお褒めの言葉を聞きます。
今となっては、実習、試験、大会（試合）なども、つらい体験というよりも懐かしい想い出になっていることでしょう。
皆さんそれぞれがやればできると自信を持ったことでしょう。
４月からは、皆さんの多くは就職して社会へ出るわけですが、これで勉強は終わりなどと考えている人はいないで

しょう。大学で学んだ最新の理論や技術も、平均して４～５年で陳腐化すると言われます。学んだことが古くて使い
ものにならなくなります。したがって、職業人になっても日々、研鑚を重ねなければ、気がつけば無用の人になりかね
ません。学びは、時々研修を受ければ良いという安易なものではなく、毎日計画的にしないと本物になりません。
その意味でも卒業は、学びの終わりではありません。加えて、卒業して就職するという世間の流れに追随するのでは

なく、“何のために働くのか”を考えることを薦めます。でなければ定年を迎えた時、自分の人生は何だったのか悩む
ことにもなりかねません。
最後に、卒業生の皆さんは、“自分に厳しく他者へは優しく”あってほしいと思います。まず皆さんの保護者や先生
へ、“長い間ありがとう。おかげさまで…”とお礼を言うことから始めてほしいものです。卒業おめでとう。

啓光学園中学校、高等学校が常翔学園のグループ校に
全体で３大学、２高校、中学校一体運営の一貫した教育体制を確立


